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１．はじめに

研究主題の意味

１．研究主題について

「自らの学びを調整する」とは

考えの見通しと学び方の見通しを持ち

他者との関わりを通して思考を深めるとともに

自己の学習状況を振り返りながら問題解決を行う。

→見通しを持つ子ども

→協働して学ぶ子ども

→学びを振り返る子ども



１．はじめに

副主題について

１．研究主題について

対話して学ぶ場の工夫

自らの学びを調整する児童

児童の自己評価の活用

協働的に学ぶ

考えや方略を修正・改善 学びの価値を自覚

学習状況の把握



１．はじめに

実践単元

２．研究内容①

5年生 「流れる水のはたらき」



１．はじめに

対話して学ぶ場の工夫について

２．研究内容①

生活科・生活単元学習におけるイメージ
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１．はじめに

対話して学ぶ場の工夫について

２．研究内容①

九州北部豪雨の水害の映像から気付きを出し合う

発見の場
予見

の場

追究

の場

共有

の場

【対話① 拡散的な対話】

・水がすごく濁っている

・たくさんの被害が出
ていそう



１．はじめに

対話して学ぶ場の工夫について

２．研究内容①

発見の場
予見

の場

追究

の場

共有

の場

学習問題 水害を防ぐためにはどうしたらよいだろうか。

【対話②】 焦点化し学習問題に繋げる対話

・水害の被害を無くすことはできるのかな。

・水害はどのように起きるのかな。



対話して学ぶ場の工夫

２．研究内容①

・A児の振り返り

発見の場
予見

の場

追究

の場

共有

の場

→この単元で何を追究していくか
見通しを持つ姿

８０％



１．はじめに

対話して学ぶ場の工夫

２．研究内容①

発見の場
予見

の場

追究

の場

共有

の場

【対話③】 考えを共有する全体での対話

→どのような実験が必要か見通しを持つ姿

類型化した児童の予想



１．はじめに

対話して学ぶ場の工夫

２．研究内容①

発見の場
予見

の場

追究

の場

共有

の場

【対話④】 実験の手順や条件を確認する対話

協働的に実験を行う姿

流水実験装置の活用



対話して学ぶ場の工夫

2．研究内容①

発見の場
予見

の場

追究

の場

共有

の場

【対話⑤】より妥当な考えをつくるグループでの対話

Googleジャムボードを
用いて対話

協働的に結果から
妥当な考えをつくる姿



自己評価の活用について

３．研究内容②

自己評価活動

形成的評価

ルーブリック 振り返りの視点

スタディ・ログ

・ 自らの学習状況を把握

・ 学びの価値を実感

・ 学んだことを次の学習に生かす



自己評価の活用について

３．研究内容②

自己評価の形式

４段階の自己評価

記述形式の振り返り

形成的評価（教師からのコメント）



自己評価の活用について

３．研究内容②

ルーブリックを提示

５，6年生考察のルーブリック



自己評価の活用について

３．研究内容②

振り返りの視点を提示

・学んだこと（学習内容、学習方法）

・次の時間に取り組みたいこと

・疑問に思ったことやもっと調べたいこと

→学習状況の把握

→次時の見通し

→追究意欲の向上



自己評価の活用について

３．研究内容②

振り返りの視点を生かしたB児の振り返り

追究意欲の向上

次時の見通し

学習状況の把握



自己評価の活用について

３．研究内容②

形成的評価を与える

形成的評価の目的 コメントの例

目標達成に向けて導く・軌道
修正させる

○○についてどう考えたかも書けると
いいですね。

自らの学びを自覚させる ○○ということを関係づけて考察を考
えることができていていいですね。

学んだこと（学習内容）を価値
づける

○○を調べることで△△が分かった
のですね。

学びのプロセス（学び方）を価
値づける

友達の考えと比べながら学びを深め
ることができましたね。



自己評価の活用について

３．研究内容②

C児の振り返り（第１時）

形成的評価

水が増えた時に川の色が茶色になっているのは砂などを
運んでいるからなのですね。いい点に気が付きましたね。
学び方について（話し合いや実験の仕方など）も振り返
ることができるとさらにいいですね。

目標達成に向けて導く

自らの学びを自覚させる



自己評価の活用について

３．研究内容②

C児の振り返り（第4時）

次時の見通しを持つ

9３％

学び方と学習内容について把握

学び方と学習内容について把握
生活に生かそうとする態度

次時の見通しを持つ

８０％



自己評価の活用について

３．研究内容②

スタディ・ログ（Googleスライド）

単元を通して振り返りを蓄積



自己評価の活用について

３．研究内容②

単元末に学びの価値を実感するD児の振り返り

学び方に対する有用感

学んだ価値を実感

90％



１．はじめに

まとめ

４．終わりに

対話して学ぶ場の工夫

自らの学びを調整する児童

児童の自己評価の活用

協働的に学ぶ

考えや方略を修正・改善 学びの価値を自覚

学習状況の把握



４．最後に

ご清聴ありがとうございました。
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